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新しい年のスタートにあたって 

保護者の皆様、地域の皆様、新年あけましておめでとうございます。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 
 

冬休みが終わり、学校に再び子どもたちの元気な声が戻ってきました。 

久しぶりに顔を合わせる友達や先生との会話の中に、 

「こんな一年にしたい」、「これを頑張りたい」 

そんな前向きな気持ちが感じられ、嬉しく思っています。 
 

さて、新しい年の始まりは、自分自身を見つめ直すよい機会です。 

これまでの自分を振り返り、できたことを認め、そして「次はどうしていこうか」と考えることが、成長

につながります。 
 

新しい一年の始まりに、本校で大切にして欲しい“思いやり算”という考え

方について、全校集会で生徒のみなさんにお話ししました。 

“相手の気持ちを考え、助け合い、時には自分が一歩引き受ける” 

この考え方を大切にしています。 
 

新しい年も、子どもたち一人一人が安心して自分らしく過ごし、仲間ととも

に学び、挑戦し、成長できる学校でありたいと考えています。 
 

保護者の皆様、地域の皆様には、日頃より本校の教育活動に温かいご理

解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

本年も、学校・家庭・地域が力を合わせ、子どもたちの成長を支えていければ幸いです。 
 

本年が、皆様にとって、笑顔と学びの多い一年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。 
 

校長 獺口 学 
 

【生徒の皆さんへ】新しいページは、今日から始まる 

今日から、いよいよ新しい一年の学校生活が始まります。 
 

新しい年は、ノートの新しいページのようなものです。 

まだ何も書かれていないページには、これからのみなさんの毎日、挑戦、失敗、笑顔が書き込まれ

ていきます。「今年はこれを頑張りたい」、「こんな自分になりたい」 

そんな思いを、ぜひ心の中に持ってスタートしてください。 
 

今年も、先生たちは、みなさん一人一人が安心して過ごし、自分らしく成長できるよう、全力で支え

ていきます。 
 

“新しい一年が、笑顔と挑戦の多い一年になることを願っています。” 
 

校長 獺口 学 

 


